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課題：大量廃棄が迫っている！

• 2009年からの余剰電力買取制度、2012年の「再生可能
エネルギーの固定買取制度（FIT法）」によって急速に
普及

• 2020年、年間約6,700ｔが排出
（リユースへ 約4,200t 、リサイクルへ 約1,500t）

• 2035年頃には廃棄のピークをむかえる予測
300,000～500,000トン/年



予測排出量



何が問題か？

• 不法投棄、放置の問題

• 有害物質の適正処理
（鉛、カドニウム, ヒ素、セレン等）

• 資源の再利用

• 管理型最終処分場の枯渇を早めてしまう





20年後のための提案

リユース、リサイクルの推進を行い、
①資源の有効活用
②エネルギーの抑制
③有害物質の管理
④最終処分量の削減 を行う。

リユース：ガイドラインに準じたリユース市場
の構築

リサイクル：金属、ガラス、そしてSiのリサイクル



出典：令和3年度使用済み太陽電池モジュールのリサイクル等の推進に関わる調査業務



提案１

•リユースについて

ガイドライン※に準じた信頼性の
高い市場を創る （古物商営業許可）

1. 製品情報
2. 外観
3. 発電性能
4. 絶縁性能

太陽光電池モジュールの適切なリユース促進ガイドライン 環境省
令和3年５月





発電性能について
I-V （電流・電圧） 曲線測定
EL（エレクトロルミネンス）検査

特殊カメラで撮影し、異常を発見

漏電について
目視検査
絶縁抵抗検査



中古製品の規格をつくる

• リユース製品の信頼度を担保し、透明性の高い
セカンドマーケットが醸成されるように
業界団体、あるいは第三者機関を設けて

中古製品の規格（グレード分け）をつくる。

例えば A 新品の80％以上の発電量
B 70％以上の発電量
C 60％以上の発電量

F 50％未満 ⇒リサイクルへ



製品情報について

• 廃棄物データシート （waste data sheet, WDS)

• 廃棄物の名称や成分など、廃棄物の適正処理を
進める上で必要となる各種データをまとめた書
類。

• 目的としては、排出事業者の委託する産業廃棄
物が適正に処理されるために記載するもの。

本来は排出事業者の責任において作成される。





WDSの製造元への義務化



提案２

• リサイクルについて （廃棄物処理法）

アルミなどの金属⇒非金属を扱う業者を通じて
原料へ

ガラス⇒剥離し、原料として利用
例）グラスウールの原料 ※

発砲ガラスの原料 ※









廃ガラスの活用例

グラスウール



廃ガラスの活用





提案２ 続き

シリコン（Si）のリサイクル

金属シリコンの世界生産量は年間90万トン。主要生産国は中国やノルウェー、米国、ブラジル、
オーストラリア、南アフリカなどがあり、中国が世界の6割以上を占める。

日本のシリコンの輸入量は、2020年は21万トン。
内訳は99・99％（4Ｎ）以上の高純度単結晶シリコンが3900トン、
高純度多結晶シリコンは1万4400トン、

4Ｎ未満のその他（280469000）は19万1000トン。
4Ｎ未満のいわゆる低品位の金属シリコンが最も多く、その大多数がアルミ合金や二次合金の添
加用に使用されている。





Si リサイクルの実現性について

海外ではリサイクルの技術が実用レベルまで来ている。

太陽光パネルのシリコンもリサイクル ドイツの研究所が技術開発

• ドイツの研究所（CSP）と同（ISE）は2022年2月、共同で
シリコン（Si）系太陽光パネルのSiをリサイクルし、それ
を基に最新のPERC型太陽電池セルを作製したと発表した。
これまで難しいと考えられていたSiのリサイクルが軌道に
乗れば、太陽光パネルを構成するほとんどの材料の再資源
化が実現する。



再処理方法別投入CO2排出量比較

（出典）リサイクル技術を考慮した太陽電池ライフサイクル評価，岡島敬一，内山洋司，
Journal of Life Cycle Assessment, Japan, Vol5, No.4 (2009)



波及効果として

• 資源を鉱山から採掘、精錬するのではなく、
都市鉱山を活用するという意味からも環境負荷、
エネルギー使用量、ＣＯ2排出、を低減できる。

天然資源のあまり豊富でない日本においては、
「廃棄」ではなく「資源化」のテクノロジーの
開発、発展は非常に大きな意義がある。



まとめとして

• CO2を排出しない「再生可能エネルギー」、太
陽光発電であるが、時間の経過に従ってその太
陽光パネル自体が廃棄物になってしまう、とい
う課題が生じている。

• しかし、廃棄物への対処の基本であるリユース、
リサイクルを技術の進歩とともに進めていく事
でその課題の解決（根本解決ではなくとも）に
つながる可能性はある。
また、その技術は大きな意味をもたらす。


